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　本書は、Bernhard Schimmelpfennig, Das Papsttum. Grundzüge seiner Geschichte von der Antike 





















1　H. Fuhrmann, Einfluß und Verbreitung der pseudoisidorischen Fälschungen. Von ihrem Auftauchen bis in die 
neuere Zeit (Monumenta Germaniae Historica Schriften, vol. 24), 3 vols., Stuttgart, 1972-1974 などを参照せ
よ。
2　H. Zimmermann, Papstabsetzungen im Mittelalter, Graz, 1968.
3　K. Herbers, Geschichte des Papsttums im Mittelalter, Darmstadt, 2012, pp. 14-15.



























・第 3 章「ビザンツ支配下の教皇権（774 年まで）」
　本章は、本訳書では 73 頁から 118 頁までと最も長い章となっている。ここでは、ローマ教会
に対するビザンツ帝国の支配の実態が描かれ、774 年にフランク王国の王カール（大帝）が自ら
をランゴバルド王と名乗るまでの時代が扱われている。この章は二つの節に分かれている。1 節
「教皇コンスタンティヌス 1 世在位期（715 年）までの教皇権」では、ローマが帝国の支配下に
ありつつも、皇帝から重要視されなくなっていく過程が描かれている。2 節「グレゴリウス 2 世
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・第 5 章「ローマ貴族影響下の教皇権（904 〜 1046 年）」
















・第 8 章「権力の絶頂期の教皇権（1198 〜 1303 年）」




4 世とボニファティウス 8 世との争いを重視し、そこに教皇庁史における大きな転換点を見出し
ている。
・第 9 章「アヴィニョン教皇庁時代（1303 〜 1378 年）」
　本章が時代区分の点で興味深いのは、ベネディクトゥス 11 世の治世（1303 〜 1304 年）をこ
の章に組み込んでいることである。フランス語圏の研究者は、アヴィニョン教皇庁を語るとき、


































































6　J. B. Sägmüller, Die Thätigkeit und Stellung der Cardinäle bis Papst Bonifaz VIII., 1896.
7　J. Dendorfer and R. Lützelschwab (eds.), Geschichte des Kardinalats im Mittelalter (Päpste und Papsttum, 
vol. 39), Stuttgart, 2011.
8　J. Dendorfer, R. Lützelschwab and J. Nowak (eds.), Die Kardinäle des Mittelalters und der frühen 


































索引では、"Papsttum/Papstamt/Petrusamt (principatus, princeps apostolorum)" という項目があり、






にも注意が向けられるべきである。藤崎氏は、11 世紀末の教皇ウルバヌス 2 世の治世（1088-1099
年）における「クリア curia」という史料言葉の出現と、教皇の職務遂行を補完する行政機構で
ある「教皇庁」の明確な誕生を結びつけている 10。確かに、ウルバヌス 2 世は自身が大修道院長
であったクリュニー修道院の行政制度をローマ教会に持ち込んだとされ、それまで存在していた
様々な役職が新たな役職に取って代わられ、我々がよく知るように、この新たな制度はその後ア
ヴィニョン教皇庁において大きな制度的発展を遂げた。しかし、本書の記述からも明らかなよう
に、教皇の職務遂行を支える役職や制度自体はそれ以前からも存在していた。こうした機構は「教
皇庁」と呼ぶことはできないのだろうか。"Papsttum" という単語をどのように訳し、それに関
連して「教皇庁」という言葉をどのように定義するかは、我が国の教皇庁研究において議論され
るべき重要な課題の一つであると言える。（本訳書では「クリア」という単語を「教皇宮廷」と
訳している。よって、6 章より前で（邦訳：83、138 頁）「教皇宮廷」という言葉を使うべきでは
なかっただろう。）
　本書の持つ多角的な視点とその網羅性によって、個別の研究が進んで行く中でその研究が中世
教皇庁史の文脈でどのような位置付けにあるのかは、この本に立ち返れば、すぐに理解できる。
それゆえ、本書は入門書以上の価値があるものであり、初版から 30 年以上経過した今でも高く
評価され続けているのだろう。筆者の該博な知識と膨大な情報をまとめ上げる文章力に感服する
ばかりである。そのような文献を平易な日本語で読むことができるのは非常に喜ばしい。また、
訳者と同様に、本訳書の刊行によって中世教皇庁に対する関心が我が国においてさらに高まるこ
とを、教皇庁研究に携わるものの一人として評者は大いに期待している。それだけではなく、「訳
者あとがき」に「中世のローマ教皇庁の制度を実証的に研究することは、教会がいかに中世の現
実社会に影響を及ぼし、また中世社会において教会がいかなる役割を果たしたかを知る上で極め
て重要なテーマとなる。」（邦訳：357 頁）とあるが、本訳書が刊行されることは、我が国の教皇
庁研究だけにとどまらず、西洋中世史の幅広い分野の研究の発展に繋がることは間違いないだろ
う。
10　藤崎衛「ローマ教皇とカトリック教会」藤内哲也（編著）『はじめて学ぶイタリアの歴史と文化』ミネルヴァ
書房、2016 年、174 頁。
